
神の裁きと主の裁き 
 
わたしたちは皆、神の裁きの座 the judgment seat of Christ（→聖書協会共同訳：神の裁きの座）の前

に立つのです（ローマの信徒への手紙 14:10c）。 

大声で言った。「神を畏れ、その栄光をたたえなさい。神の裁き his judgment（→聖書協会共同訳：神の

裁き）の時が来たからである（ヨハネの黙示録 14:7b）。 

主への畏れは清く、いつまでも続き／主の裁き the judgments of the LORD（→聖書協会共同訳：主の裁

き）はまことで、ことごとく正しい（詩編 19:10）。 
 
神の裁き 

エズラ記 9:4 また、この捕囚の民の悪事に対するイスラエルの神の裁きの言葉 the words of the God（→

聖書協会共同訳：神の言葉）を恐れる者は皆、わたしのもとに集まって来たが、夕べの献げ物のときまで、

わたしはぼう然として座り続けた。 
イザヤ書 58:2 彼らが日々わたしを尋ね求め／わたしの道を知ろうと望むように。恵みの業を行い、神

の裁き the ordinance of their God（→聖書協会共同訳：神の法）を捨てない民として／彼らがわたしの正

しい裁きを尋ね／神に近くあることを望むように。 
ローマの信徒への手紙 2:3 このようなことをする者を裁きながら、自分でも同じことをしている者よ、
あなたは、神の裁き the judgment of God（→聖書協会共同訳：神の裁き）を逃れられると思うのですか。 
ローマの信徒への手紙 3:19 さて、わたしたちが知っているように、すべて律法の言うところは、律法
の下にいる人々に向けられています。それは、すべての人の口がふさがれて、全世界が神の裁きに服する

ようになる become guilty before God（→聖書協会共同訳：神の裁きに服する）ためなのです。 
ローマの信徒への手紙 14:10 それなのに、なぜあなたは、自分の兄弟を裁くのですか。また、なぜ兄弟
を侮るのですか。わたしたちは皆、神の裁きの座 the judgment seat of Christ（→聖書協会共同訳：神の裁

きの座）の前に立つのです。 
ヨハネの黙示録 14:7 大声で言った。「神を畏れ、その栄光をたたえなさい。神の裁き his judgment（→

聖書協会共同訳：神の裁き）の時が来たからである。天と地、海と水の源を創造した方を礼拝しなさい。」 
 
主の裁き 

サムエル記下 22:23 わたしは主の裁き his judgments（→聖書協会共同訳：主の法）をすべて前に置き／

主の掟を遠ざけない。 
歴代誌上 16:14 主はわたしたちの神／主の裁き his judgments（→聖書協会共同訳：その裁き）は全地に

及ぶ。 
歴代誌下 19:8 ヨシャファトは、エルサレムにおいても、主の裁き the judgment of the LORD（→聖書協

会共同訳：主の裁き）と紛争の解決のために、数名のレビ人、祭司、イスラエルの氏族の長を任命した。

こうして彼らはエルサレムに帰った。 
詩編 18:23 わたしは主の裁き his judgments（→聖書協会共同訳：主の法）をすべて前に置き／主の掟を

遠ざけない。 
詩編 19:10 主への畏れは清く、いつまでも続き／主の裁き the judgments of the LORD（→聖書協会共同

訳：主の裁き）はまことで、ことごとく正しい。 
詩編 105:7 主はわたしたちの神／主の裁き his judgments（→聖書協会共同訳：その裁き）は全地に及

ぶ。 
詩編 147:20 どの国に対しても／このように計らわれたことはない。彼らは主の裁き his judgments（→

聖書協会共同訳：裁き）を知りえない。ハレルヤ。 
ゼファニヤ書 2:3 主を求めよ。主の裁き his judgment（→聖書協会共同訳：主の法）を行い、苦しみに

耐えてきた／この地のすべての人々よ／恵みの業を求めよ、苦しみに耐えることを求めよ。主の怒りの

日に／あるいは、身を守られるであろう。 


